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土浦市まちづくり市民会議

委 員 長
　長谷川　昭（板谷町地区長）

副委員長
　宇井　正信（東並木町地区長）
　原　　市代（都和中地区スポーツ協会会長）
　萩野谷孝雄（都和中学校校長）

都和地区市民委員会
常任委員会

【市民委員会組織図】
都和地区市民委員会の活動

福
祉
部

安
全
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

部
長
　
木
村
　
光
秋

途
切
れ
て
い
た
地
域
の
催
し
や
お
祭

り
も
久
し
ぶ
り
に
復
活
し
始
め
ま
し
た

が
、
第
９
波
の
始
ま
り
で
も
あ
り
、
今

夏
は
油
断
な
く
警
戒
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

日
々
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
、
地
震

等
の
災
害
が
続
い
て
い
る
今
、
地
域
の

皆
様
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
の

力
が
復
興
へ
の
第
一
歩
だ
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

福
祉
部
活
動
計
画
は
、
地
域
福
祉
へ

の
参
加
・
協
力
を
目
標
に
会
員
一
同
で

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。部

長
　
櫻
井 

裕
之

昨
年
は
、
規
模
は
小
さ
く
な
っ
た
も

の
の
、
奉
仕
作
業
・
公
民
館
ま
つ
り
・

都
和
地
区
歩
く
会
な
ど
へ
の
協
力
、
救

命
講
習
会
の
開
催
な
ど
コ
ロ
ナ
前
の
活

動
に
近
づ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
以
前
行
っ
て
き
た
出
前
講

座
を
行
う
等
、
更
に
活
動
が
で
き
る
よ

う
部
員
方
々
、
公
民
館
の
方
々
と
協
力

し
て
一
歩
先
に
踏
み
出
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

部
長
　
竹
内
　
靖
揮

昨
年
度
は
下
半
期
か
ら
公
民
館
ま
つ

り
や
歩
く
会
な
ど
、
徐
々
に
活
動
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
期
間
も
含
め
、

体
力
低
下
が
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
今

年
度
は
活
動
を
再
開
し
、
地
域
の
み
な

さ
ま
の
健
康
・
体
力
の
維
持
、
増
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
、
奉
仕
作
業
や
公
民
館
ま
つ

り
、
歩
く
会
等
を
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

専　門　部　名 その他の事業

福     祉     部

◎ 地域福祉への参加・協力
◎ ふれあいネットワークへの
　 参加協力

安     全     部

◎ 交通安全思想の啓発・推進

◎ 防災・防犯活動

◎ 町内会自主防災組織への参加協力

スポーツ・健康部
◎ 各種スポーツ・レクリエーション
    活動
◎ 健康づくり・健康教室等の開催

◎ 地区スポーツ協会事業への参加協力                                      

環     境     部

◎ ゴミの減量化・資源化運動

◎ 環境美化活動、水質浄化運動

◎ 花いっぱい運動

文  化  広  報  部

◎ 広報紙の発行（年２回）

◎ コンサートなど文化事業開催

◎ 公民館講座への参加、推進

◎ 市民憲章の啓発

青 少 年 育 成 部
◎ 地域と学校との連帯強化
  （総合学習への協力など）
◎ 非行防止キャンペーン等啓発活動

主な事業内容

・公民館まつりへの
　参加、協力
　（12/1～3）

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「福祉の店」出店
・福祉施設への寄贈
・福祉関連施設での研修
・他の部との交流
・小地域お楽しみ会協力

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「交通誘導他」
・防災関連等の研修を他部と共同実施
・救命講習会の開催
・都和地区歩く会の協力

　

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「模擬店」出店
・他部との合同健康教室
・都和地区いきいき健康体操参加、協力
・都和地区歩く会の協力

・都和地区奉仕作業
・花壇の整備・管理
・土浦市環境展参加
・公民館まつり参加「ミニ環境展等」
・地域清掃活動
・環境学習会

　
・都和地区奉仕作業
・「つわの風」取材・編集会議
・広報紙「つわの風」発行（年２回）
・ふれあいコンサートの開催
・公民館まつり支援
・他部との研修会への参加
・都和地区行事の記録
　
　
・都和地区奉仕作業
・チャレンジクラブへの協力
・青少年健全育成運動
・非行防止キャンペーン参加
・公民館まつり参加

昨年度の歩く会（２月 )
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文
化
広
報
部

青
少
年
育
成
部

環
境
部

部
長
　
清
藤
　
雅
宏

コ
ロ
ナ
も
落
着
き
を
見
せ
、
色
々
な

行
事
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
も
、

並
木
八
幡
祭
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
文

化
広
報
部
主
催
の
ふ
れ
あ
い
寄
席
も
、

人
数
制
限
は
な
く
行
い
ま
し
た
。
解
説

を
含
め
た
実
演
で
、
身
近
な
寄
席
の
醍

醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
多
数
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
残
念
な
の
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
中

央
大
会
、
市
民
体
育
祭
が
こ
の
地
区
だ
け

中
止
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
公

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
任
期
は
２
年

間
で
、
今
年
度
８
名
の
委
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
教
育
委
員

会
規
則
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の

た
め
の
事
業
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
、

住
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
、

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
や
助

言
を
行
い
ま
す
。）

※�

か
す
み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
の
協
力
を

は
じ
め
、
都
和
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
関

連
事
業
の
補
助
や
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

委
員
長　
　

渡
邉
喜
世
志
（
板
谷
六
）

副
委
員
長　

原　
　

市
代
（
板
谷
六
）

委　

員　
　

窪
田　
　

智
（
並
木
二
）

　
　
　
　
　

竹
内　

靖
揮
（
並
木
三
）

　
　
　
　
　

藤
田　

久
樹
（
西
並
木
）

　
　
　
　
　

北
谷　

義
貴
（
板
谷
七
）

　
　
　
　
　

栗
山　

良
一
（
粟
野
）

　
　
　
　
　

冨
島　
　

進
（
中
貫
）

部
長
　
木
野
内
　
完
治

活
動
の
一
環
と
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
に
参
加
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
花

苗
の
植
え
付
け
後
６
月
の
大
雨
に
よ
っ

て
、
表
面
土
壌
が
流
さ
れ
る
な
ど
、
大
変

苦
労
し
ま
し
た
が
、
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
該
箇
所
は
、
新
治
都
和
交
番
前
歩
道

橋
下
の
交
差
点
の
一
角
に
位
置
し
て
い
る

た
め
、
花
壇
の
維
持
管
理
は
年
間
を
通
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
都
和
公
民
館

ま
つ
り
へ
の
協
力
・
地
域
清
掃
活
動
と
し

て
（
特
に
ポ
イ
捨
て
の
多
い
と
こ
ろ
の
ゴ

ミ
拾
い
）・
環
境
学
習
（
出
前
講
座
の
活

用
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

民
館
祭
り
は
、
盛
大
に
行
う
予
定
で
す
。

「
つ
わ
の
風
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
民
委
員
会
活
動
計
画
と
抱
負
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
の
前
半
分
、
同
好
会
紹
介
等
を
載
せ

ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
話
題
と
し
て
、
身
近
な
人

が
、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
レ
ー
ス
の
日
本

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
話
、
都
和
地
区
の
む
か

し
話
と
し
て
、
並
木
亀
城
稲
荷
の
お
姫
様

の
お
話
を
載
せ
ま
し
た
。

何
か
話
題
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
面
白
く
読
ん
で
い

た
だ
け
る
内
容
と
す
る
べ
く
、
部
員
一
同

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

部
長
　
小
松
㟢
　
猛
彦

今
年
度
は
６
月
17
日
に
第
１
回
目
の

専
門
部
会
議
を
開
催
し
、
役
員
の
選
出

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
協
力
、
そ
の

他
行
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
各
部
員
と
も
１
回
は
参
加
、
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
都
合
の
良

い
日
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
に
は
、
複
数
回
協
力
頂
け
る
部
員
も

お
り
、
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
時
期

や
参
加
者
が
少
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

話
し
合
い
に
よ
り
、
廃
止
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

５
月
20
日（
土
）市
民
委
員
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
協
会
共
催
に
よ
り
、
都
和
小
、

都
和
南
小
、
都
和
中
、
都
和
公
民
館
に

分
か
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し

た
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
和
中
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

７
月
３
日
（
月
）
に
は
土
浦
市
非
行

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
り
、
部
長
・

副
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

の
支
援
活
動
を
通
し
て
、
部
員
も
楽
し

ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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話題

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に

生
涯
を
懸
け
る

　
渡 

辺
　 
学
　
さ
ん

今
回
訪
問
し
た
の
は
、
土
浦
市
並
木
五

丁
目
「
ポ
ン
ヨ
ー
」
の
店
主
で
、
餃
子
つ

く
り
を
し
て
い
る
渡
辺
学
さ
ん
（
45
才
）

で
す
。
実
は
、
こ
の
方
、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ん
で
す
。

こ
の
地
に
生
ま
れ
、
多
く
の
子
供
が
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
る
中
、
肝
っ
玉
ご

両
親
の
お
か
げ
で
三
歳
く
ら
い
か
ら
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
遊
具
と
し
て
育
て
ら
れ

ま
し
た
。
年
齢
制
限
の
な
い
キ
ッ
ズ
レ
ー

ス
に
参
戦
。
１
周
1.5
㎞
以
下
で
す
が
山
あ

り
谷
あ
り
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
あ
り
の

「
モ
ト
ク
ロ
ス
」
レ
ー
ス
（
ゴ
ー
ル
順
位
を

競
う
）
に
挑
戦
。
徐
々
に
上
級
ク
ラ
ス
へ
。

・�

16
歳
で
モ
ト
ク
ロ
ス
関
東
Ｂ
級
ク
ラ
ス

年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
７
位
。

・�

19
歳
で
全
日
本
国
際
Ａ
級
ク
ラ
ス
年
間

ラ
ン
キ
ン
グ
125
㏄
５
位

・
24
歳
で
同
ク
ラ
ス
２
位
に
入
賞

な
ど
35
歳
ま
で
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る

モ
ト
ク
ロ
ス
で
輝
か
し
い
戦
績
を
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

35
歳
か
ら
は
、
さ
ら
に
難
関
の
「
エ
ン

デ
ュ
ー
ロ
レ
ー
ス
」
専
門
に
参
戦
。
こ
の

レ
ー
ス
は
、
ス
キ
ー
場
な
ど
を
使
っ
た
山

道
や
林
道
の
オ
フ
ロ
ー
ド
十
数
キ
ロ
の
周

回
コ
ー
ス
３
時
間
以
内
で
何
周
で
き
る
か

を
競
う
も
の
。
「
Ｊ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
全
日
本
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
」
が
大
き
な
大
会

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
戦
績
は
、
２
０
１
２
年
か

ら
２
０
１
７
年
は
「
Ｊ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
全
日
本

ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー

選
手
権
」

（
年
間
８

回
開
催
）

の
年
間
ラ

ン
キ
ン
グ

１
位
か
ら

３
位
。
ま

た
、
２
０

１
８
年
か

ら
２
０
２

０
年
の
３
カ
年
間
は
、
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
を
連
続
し
て
独
占
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
こ
れ
ま
で
４
戦
中
全
て
の
レ
ー
ス
で

優
勝
。
残
り
４
戦
の
優
勝
を
目
指
し
年
間

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
獲
得
を
狙
う
凄
い
意

気
込
み
で
す
。

　

更
に
渡
辺
さ
ん
は
、
「
ツ
イ
ス
タ
レ
ー

シ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
チ
ー
ム

の
監
督
と
し
て
多
く
の
企
業
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
若
い
レ
ー
サ
ー
の
育
成
に
励
ん
で

い
ま
す
。
土
浦
市
並
木
の
自
宅
近
く
に
生

活
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
合
宿
所
を
設

け
、
沖
縄
、
九
州
か
ら
東
京
近
辺
の
出
身

者
８
名
の

指
導
者
・

監
督
と
し

て
頑
張
っ

て
い
ま

す
。
ご
自

身
の
レ
ー

ス
の
無
い

時
に
は
、

寝
台
の
あ

る
大
型
車

（
週
初
め
に
ポ
ン
ヨ
ー
の
前
で
よ
く
見
か

け
る
大
型
車
）
で
近
県
の
レ
ー
ス
場
で
あ

れ
ば
バ
イ
ク
を
乗
せ
て
家
族
５
人
で
出
か

け
る
そ
う
で
す
。
チ
ー
ム
参
戦
者
や
そ
の

家
族
、
ま
た
全
国
の
参
戦
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
同
時
に
、
自
作
の
「
餃
子
」
も
販
売

し
、
会
話
の
幅
も
広
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
上
の
２
人
の
お
子
様
、
女
子
７

才
と
男
子
４
才
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
３
日

後
の
軽
井
沢
キ
ッ
ズ
レ
ー
ス
に
参
戦
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
達
は

「
レ
ー
ス
の
動
画
や
携
帯
で
撮
っ
た
自
分

の
走
り
を
見
て
勉
強
す
る
」
そ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
日
も
女
子
レ
ー
サ
ー

ち
ゃ
ん
は
大
型
テ
レ
ビ
で
レ
ー
ス
の
動
画

を
見
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

【
渡
辺
さ
ん
の
談
話
】

「
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

の
魅
力
は
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
仕
事
を
持
っ
て
い
て
、
自
分
た
ち

で
時
間
や
お
金
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
、

で
き
る
範
囲
で
楽
し
め
る
レ
ー
ス
。
成
績

に
こ
だ
わ
る
人
も
い
れ
ば
、
自
分
自
身
と

の
戦
い
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
仲
間
や
家
族
と

の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
ス
タ
イ
ル
で
参
戦
で
き
る
と
こ
ろ
も

魅
力
で
す
」

「
ラ
イ
ダ
ー
一
人
ひ
と
り
、一
つ
の
レ
ー

ス
の
中
に
ド
ラ
マ
が
で
き
あ
が
り
、
た
く

さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

も
面
白
い
。
レ
ー
ス
が
終
わ
っ
た
後
、
ネ

タ
が
豊
富
す
ぎ
て
、
ラ
イ
ダ
ー
同
士
で
の

会
話
が
弾
む
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
だ

躊
躇
し
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
ば
、
手
持

ち
の
バ
イ
ク
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
僕
た

ち
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
少
し
で
も
楽

し
め
た
な
ら
、
強
力
な
最
新

モ
デ
ル
を
購
入
し
、
さ
ら
に

楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
」

バイク用の車庫

バイクを乗せる大型車

エンデューロレース優勝写真



都
和
公
民
館
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
で
今
年
は
、
９
月
24
日
に
趣
向

を
変
え
た
「
ふ
れ
あ
い
寄
席
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
土
浦
一
高

出
身
、
筑
波
大
落
研
卒
業
、
立
川
志
の

輔
の
４
番
目
弟
子
、
真
打
ち
に
次
ぐ
二

つ
目
の
『
落
語
家
立
川
志
の
ぽ
ん
』
さ

ん
を
迎
え
て
の
寄
席
で
す
。
約
100
名
の

都
和
地
区
の
方
々
が
地
元
有
名
人
を
熱
心

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

演
目
は
、
前
半
「
饅
頭
怖
い
」
、
後
半

「
五
升
酒
ー
試
し
酒
」
で
し
た
。
二
つ
の

演
目
の
前
後
に
、
落
語
に
係
わ
る
知
識
と

し
て
落
語
の
歴
史
、
上
方
落
語
と
江
戸
落

語
の
違
い
、
歌
舞
伎
の
影
響
、
落
語
を
演

じ
る
際
の
扇
子
と
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ
た
し

ぐ
さ
の
違
い
な
ど
大
変
興
味
深
い
話
が
あ

り
ま
し
た
。
大
い
に
、
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

ま
た
、
公
民
館
に
持
ち
込
ん
だ
板
谷
の

大
太
鼓
で
、
寄
席
で
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓
の

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
開
場
と
同
時
に
前
座
さ
ん
が
大

太
鼓
を
長
バ
チ
で
、
一
番
太
鼓
『
お
客

様
、
大
勢
入
っ
て
』
と
願
い
を
込
め
、
最

初
に
太
鼓
の
縁
を
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
と
木
戸

口
が
開
く
音
。
そ
し
て
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん

と
来
い
、
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ト
コ
イ
、
金

持
っ
て
ど
ん
と
来
い
。
最
後
の
と
こ
ろ

で
、
太
鼓
の
表
面
を
長
バ
チ
を
〔
八
の

字
〕
に
大
入
り
に
な
る
よ
う
に
縁
起
を
か

つ
い
で
太
鼓
を
押
さ
え
て
終
わ
る
ん
だ
そ

う
で
す
。
二
番
太
鼓
は
開
演
直
前
に
、
お

客
様
は
福
の
神
。
そ
の
福
の
神
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
と
、
お
多
福
来
い
来

い
、
お
多
福
来
い
来
い
、
ス
テ
ツ
ク
天

天
、
ス
テ
ツ
ク
天
天
。
そ
し
て
寄
席
の
終

り
ハ
ネ
太
鼓
は
、
お
客
様
の
追
い
出
し
と

も
言
い
デ
テ
ケ
、
デ
テ
ケ
（
出
て
け
、
出

て
け
）
と
打
つ
な
ど
実
演
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
太
鼓
の
打
ち
方
に
も
庶
民
の
感

覚
が
素
直
に
発
揮
さ
れ
、
庶
民
に
向
け
た

芸
能
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
理
解
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
満
足
し
て
帰
り
ま
し
た
。
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花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
５
年
度
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、

地
域
の
部
と
学
校
の
部
に
お
い
て
都
和
地

区
で
は
７
団
体
が
入
賞
し
ま
し
た
。

【
地
域
の
部
】

土
浦
市
長
賞

　
　

東
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

・
土
浦
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
　
並
木
一
丁
目
健
康
ク
ラ
ブ

・
優
秀
賞

　
　
西
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

　
　
都
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
優
良
賞

　
　
都
和
地
区
市
民
委
員
会
環
境
部

【
学
校
の
部
】

・
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
議
長
賞

　
　
都
和
小
学
校

・
優
良
賞

　
　
都
和
南
小
学
校

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

　
　
　
　
た
た
え
る
表
彰

茨
城
県
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
顕
彰

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

　
　
　
　
議
長
か
ら
感
謝
状

防
災
研
修
会

【
個
人
の
部
】

・
平
野 

忠
男 

様
（
並
木
一
）

　

�

防
犯
・
環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
を
12
年

間
実
施

【
団
体
の
部
】

・
板
谷
婦
人
文
化
部
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
班

　

�

地
域
の
防
犯
活
動
を
10
年
間
実
施

・
福
祉
部 

田
中 

治
江 

様
（
西
並
木
）

　

地
区
市
民
委
員
会
の
専
門
部
長
と
し

て
、
５
年
以
上
事
業
の
推
進
に
貢
献
し
、

退
任
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
議
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

・ 

関
山 

靖
夫 

様
（
板
谷
四
）

地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
努
力

さ
れ
業
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

茨
城
県
高
齢

者
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
顕

彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
９
月
10
日
（
日
）

安
全
部
主
催
に
よ
る
「
防
災
研
修
会
」

を
都
和
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
の
防
災
危
機
管
理
課
の
職
員
か
ら
、

防
災
対
策
や
地

震
・
風
水
害
に
お
け

る
避
難
の
際
の
注

意
点
な
ど
の
講
話

が
あ
り
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
寄
席
　
　

落
語
家
　
立
川
志
の
ぽ
ん



〇
６
月
17
日（
土
）　

第
２
回

　
卓
球
を
お
ぼ
え
て
試
合
を
し
よ
う

　

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
卓
球
の
同
好

会
の
皆
様
を
講
師
に
、卓
球
を
し
ま
し
た
。

都
和
南
小
６
年　

佐
々
木　

蓮

卓
球
を
や
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
特

に
試
合
を
し
て
勝
っ
た
こ
と
が
う
れ
し

か
っ
た
で
す

都
和
小
４
年　

冨
島　

紗
穂

先
生
に
ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
を
教
え
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
試
合
は
よ
い
経

験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

都
和
小
５
年　

西
田　

悠
華

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
去
年
よ
り
は

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
を
振

る
は
や
さ
な

ど
こ
ま
か
い

と
こ
ろ
ま
で

教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

去
年
よ
り
卓

球
が
う
ま
く

な
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で

す
。

〇
７
月
９
日（
日
）　

第
３
回

　
森
林
体
験

那
珂
市
に
あ
る
県
民
の
森（
県
植
物
園
）

の
森
林
協
会
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

 

都
和
南
小
６
年　

島
田　

光
優

森
林
体
験
に
参
加
し
て
色
々
な
こ
と
を

〇
８
月
５
日（
土
）　

第
４
回

　
カ
ヌ
ー
体
験

快
晴
の
下
、
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
の
協
力

に
よ
り
、
霞
ヶ
浦
で
カ
ヌ
ー
体
験
を
し
ま

し
た
。

都
和
南
小
６
年　

山
本　

凛
乃

私
は
カ
ヌ
ー
の
後
ろ
に
座
り
ま
し
た
。

後
ろ
の
人
は
前
の
人
に
指
示
さ
れ
な
が
ら

「
右
に
ま
が
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
ら
「
左

に
こ
が
な
け
れ
ば
」
と
気
持
ち
が
焦
り
、

間
違
っ
て
右
に
こ
い
だ
り
、
方
向
が
逆
に

な
り
ま
し
た
。
こ
い
で
る
う
ち
に
方
向
も

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
は
、
各
公
民
館

を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
青
少
年

育
成
部
員
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
か
ら
第
５
回
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
４
月
22
日（
土
）　

第
１
回

　
開
講
式　
バ
ル
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー

　

開
講
式
後
、
バ
ル
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
講

師
２
人
を
お
迎
え
し
、
風
船
で
花
束
を
作

り
ま
し
た

都
和
南
小
４
年　

澤
井 

大
地

二
重
風
船
を
始
め
て
作
り
ま
し
た
。
最

初
に
外
側
の
風
船
に
空
気
を
入
れ
て
か

ら
、
内
側
の
風
船
に
空
気
を
入
れ
る
の
が

む
ず
か
し

か
っ
た
で

す
。と

て
も

楽
し
か
っ

た
の
で
も

う
一
回
や

り
た
い
で

す
。

学
び
ま
し
た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。

都
和
小
５
年　

酒
井　

明
音

今
日
は
、森
林
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
を
自
分
で
作
成
し
ま
し
た
。

植
物
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
し
て
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。

〇
９
月
９
日（
土
）　

第
５
回

　
大
洗
水
族
館
へ
行
こ
う

前
日
の
台
風
で
県
北
地
域
は
大
変
な
大

雨
と
被
害
が
発
生
し
た
の
で
、
現
地
の
様

子
を
確
認
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

水
族
館
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

わ
か
り
安
定
し
て
こ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（6）
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土
浦
の
む
か
し
話

文
化
広
報
部
員
が
、
並
木
に
あ
る
お
稲

荷
さ
ん
（
亀
城
稲
荷
神
社
）
を
見
て
、
何

故
こ
こ
に
お
稲
荷
さ
ん
が
あ
る
の
か
？　

疑
問
に
思
い
調
べ
て
い
る
と
、「
土
浦
の

む
か
し
話
」
に
出
会
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
地
域
に
語
り
継
が
れ
た
「
も

の
が
た
り
」
を
集
め
た
「
土
浦
の
む
か
し

話
」
は
こ
れ
ま
で
に
４
集
発
刊
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
中
か
ら
都
和
地
区
に
ま
つ
わ
る
民

話
（
７
話
あ
り
ま
す
）
に
つ
い
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。

【
編
　
集
】

土
浦
市
文
化
財
愛
護
の
会
　
民
話
研
究
部
会

　
や
き
も
ち
や
き
の

　
　
　
　  

お
稲
荷
さ
ん

　

む
か
し
、
む
か
し
、
可
愛
ら
し
い
お
姫

さ
ま
が
土
浦
藩
に
お
輿
入
れ
な
さ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

常
陸
国
の
は
ず
れ
に
あ
る
土
浦
を
ま
だ

見
た
こ
と
も
無
く
、
美
し
い
湖
の
話
や
朝

夕
さ
ま
ざ
ま
に
衣
を
替
え
る
筑
波
山
の
こ

と
な
ど
、楽
し
く
胸
も
膨
ら
む
の
で
す
が
、

お
姫
さ
ま
は
心
細
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
し
て
幼
い
頃
か
ら
守
り
神
と
し
て
、

城
内
に
祭
ら
れ
て
あ
っ
た
お
稲
荷
さ
ん
も

一
緒
に
、
お
姫
さ
ま
と
土
浦
へ
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
土
浦
城
に
は
ず
っ
と
以
前
か

ら
お
稲
荷
さ
ん
が
祭
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
一
つ
の
お
城
の
中
で
二
つ
の
お
稲

荷
さ
ん
は
、
互
い
に
や
き
も
ち
を
焼
い
て

仲
良
く
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
、
さ
あ
大

変
で
す
。

　

雨
が
降
れ
ば
洪
水
に
な
り
、
川
は
氾
濫

し
ま
す
。
秋
に
な
っ
て
稲
が
実
を
い
っ
ぱ

い
つ
け
て
頭
を
垂
れ
る
頃
に
な
る
と
、
虫

が
猛
発
生
し
て
稲
を
食
べ
て
し
ま
い
ま

す
。

「
こ
ん
な
に
悪
い
こ
と
が
続
く
こ
と
は
な

か
っ
た
の
う
」

「
困
っ
た
も
ん
じ
ゃ
」

町
の
人
々
や
村
の
人
々
の
嘆
き
を
み
て
、

お
殿
さ
ま
は
大
勢
の
人
達
を
使
っ
て
川
が

氾
濫
し
な
い
よ
う
に
工
事
も
し
ま
し
た
。

で
も
次
々
と
よ
く
な
い
こ
と
が
続
き
、
ほ

と
ほ
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
姫
さ
ま
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
今
日

も
お
稲
荷
さ
ん
に
来
て
小
さ
な
白
い
手
を

合
わ
せ
て
、
土
浦
の
人
達
の
無
事
な
日
々

を
お
祈
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
き

付
い
た
の
で
す
。
二
つ
の
お
稲
荷
さ
ん
に

そ
れ
ぞ
れ
役
目
を
与
え
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
い
か
と･･････

。

　

そ
し
て
新
し
い
お
稲
荷
さ
ん
は
、
一
里

ほ
ど
離
れ
た
北
の
台
地
の
新
郭
屋
敷
の
一

隅
に
、
新
し
く
お
祭
り
し
た
お
稲
荷
さ
ん

に
頼
み
ま
し
た
。

「
藩
を
護
っ
て
く
れ
る
大
切
な
、
大
切
な

家
臣
を
お
城
の
上
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い

ま
せ
」

そ
し
て
土
浦
城
の
お
稲
荷
さ
ん
に
も
頼
み

ま
し
た
。

「
こ
の
お
城
の
中
か
ら
、
お
殿
さ
ま
と
同

じ
よ
う
に
人
々
を
見
守
っ
て
下
さ
い
ま

せ
」

亀
城
稲
荷
と
し
て
祭
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
土
浦
の
町
で
は
初
午
を
、

亀
城
稲
荷
は
二
の
午
を
祝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
年
か
ら
は
お
城
ま
で
水
浸
し
に
な

る
ほ
ど
の
洪
水
は
起
こ
ら
な
く
な
り
、
稲

虫
の
発
生
も
少
な
く
豊
作
が
続
く
よ
う
に

な
っ
て
、
町
の
人
も
村
の
人
も
助
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

新
治
都
和
交
番

　
　
警
部
補
（
所
長
）
渡
邉
　
仁
美

今
年
度
か
ら
新
治
都
和
交
番
所
長
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
域

住
民
の
方
々
に
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
く

こ
と
が
多
く
、
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

さ
て
、土
浦
警
察
署
管
内
に
お
い
て
は
、

空
き
巣
や
ニ
セ
電
話
詐
欺
等
の
犯
罪
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

空
き
巣
へ
の
防
犯
対
策
は
、
ご
自
宅
の

確
実
な
鍵
か
け
に
加
え
、
補
助
錠
や
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
等
の
複
数
の
防
犯
対
策
を
す

る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ニ
セ
電
話
詐
欺
等
へ
の
対
策
は
、
自
宅

の
固
定
電
話
を
留
守
番
電
話
設
定
に
す
る

こ
と
で
す
。
詐
欺
の
犯
人
は
、
留
守
電
に

自
分
の
声
を
残
す
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。

留
守
番
電
話
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た

人
だ
け
と
話
す
、
も
し
く
は
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
聞
い
て
か
ら
折
り
返
す
こ
と
を
習
慣

に
し
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

新治都和交番：渡邉所長
社協都和支部が開催した
小地域お楽しみ会で、犯罪
予防に関するお話をいただ
きました。

新
治
都
和
交
番
か
ら

お
知
ら
せ

亀城稲荷神社（並木三丁目）



火
曜
卓
球
ク
ラ
ブ

根
暗
な
イ
メ
ー
ジ
の
卓
球
が
、
日
本

代
表
選
手
の
活
躍
で
注
目
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
初
期
に
発
足
し
て
現
在
12
人
、

初
級
者
も
共
に
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

月
末
に
は
全
員
で
ダ
ブ
ル
ス
大
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

初
級
者
も
上
達
し
て
お
り
ま
す
。
卓
球

台
は
５
台
あ
り
十
分
な
練
習
が
で
き

ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
午
後
に
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
仲
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
都
和
公
民
館
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

社
交
ダ
ン
ス
を
通
し
て
ス
ト
レ
ス
の

解
消
と
健
康
の
維
持
に
努
め
た
い
。

12
名
の
会
員
は
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
認
定
プ
ロ

教
師
の
指
導
の
も
と
、
楽
し
く
踊
る
社

交
ダ
ン
ス
で
快
い
汗
を
流
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
は
、
毎
週
火
曜
日
の
夜
６
時
30

分
か
ら
９
時
で
す
。
初
心
者
の
方
に
も

対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
随
時
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

気
楽
に
参
加
さ
れ
て
、
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
地
域
お
楽
し
み
会
を
開
催

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に

７
月
14
日
（
都
和
南
小
地
区
）・
９
月
７

日
（
都
和
小
地
区
）
の
２
回
に
分
け
て

小
地
域
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
社
会

福
祉
協
議
会
会
費
な
ど
の
収
入
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

お
楽
し
み
会

で
は
、
地
域
で

発
生
し
て
い
る

犯
罪
の
手
口
な

ど
に
つ
い
て
新

治
都
和
交
番
の

所
長
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
公

民
館
で
活
動

し
て
い
る
同

好
会
（
都
和

箏
ク
ラ
ブ
と

ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
）
の
み
な

ん
に
よ
る
、

お
箏
の
演
奏

と
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
披
露
し

 

都
和
ダ
ン
ス
愛
好
会

て
い
た
だ
き
、
最
後
に
、
調
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
よ
つ
わ
の
会
」
に
よ
る
手
作

り
お
弁
当
を
お
土
産
に
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
、
市
民
委
員
会
福
祉
部
の

皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（8）

令和５年 11月１日第 42 号 つわの風

編
集
後
記

同 

好 

会 

紹 

介

この広報紙は環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

社
協
都
和
支
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類

に 

移
行
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
が
解
除
さ
れ
、
私
た
ち
の
行

動
も
、
以
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
気
づ
か
い
の

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
広
報
部
で
は
、
掲
載
し
た
い

記
事
が
多
く
、
活
発
な
編
集
会
議
に

な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
話
題
、
こ
の
人
ご
存

じ
」
な
ど
に
続
き
、
都
和
地
区
関
連

の
む
か
し
話
な
ど
、「
都
和
っ
て
、

い
い
な
。
こ
ん
な
ス
テ
キ
な
所
な
ん

だ
な
あ
」
を
、
こ
れ
か
ら
も
紹
介
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
つ
わ
の

風
42
号
の
発
行
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


